
　

～クリーンセンター建設には、皆さんのご理解とご協力が必要です～
　クリーンセンターは、みなさんの日常生活に欠くことのできない施設です。今月号
では、6月号でお知らせした生活環境影響調査計画書の縦覧結果などをお伝えします。

■生活環境影響調査計画書の縦覧結果
縦覧期間：5月 17日から 6月 16日まで
縦覧者　：18人
■意見と市の見解
　生活環境影響調査計画書に対する意見及び市の見解について、その一部をお知らせします。なお、すべての
意見と市の見解について、清掃センター推進室で閲覧、および市ホームページに掲載し、公開しています。

■生活環境影響調査計画書に関する意見の提出
意見提出期間：6月 17日から 6月 30日まで
意見提出件数：2件（19項目）

家庭ですぐできる夏の節電対策26
　地球温暖化防止やこの夏の電力不足の対策として、力を合わせた節電の取り組みが求められています。節
電は一人ひとりのちょっとした心がけ次第で思った以上の効果を発揮します。まずは、自分ができる身近な
節電から始めましょう。

▼節電メニュー

屋内／リビング
○照明
①
②
照明を使う時間を可能なかぎり短くし、人がいない所は消灯する。
白熱電球を電球型蛍光灯や LED電球に交換する。

洗濯
○乾燥
㉑ 衣類乾燥機や乾燥機能を使わない。
屋外
○遮熱・断熱など
㉒
㉓
㉔
㉕

窓に空気層のある断熱シートを貼る。（もしくは内窓を設置する）
部屋の外によしず、すだれを設置する。（グリーンカーテンを設置する）
お風呂の残り湯で朝夕に打ち水をする。
エアコンの室外機に日よけをおこなう。

その他
○待機電力
㉖ 電気機器は使い終わったらプラグを抜くか、電源タップを切り、待機電力を減らす。

○冷房
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

扇風機・うちわを活用する。
冷房の設定温度を 28℃にする。（体調に合わせてください）
冷房時にカーテンやブラインドを閉める。
家族が一緒の部屋で過ごす。
エアコンのフィルターを掃除する。（月 2回程度）
冷房を使う時間をできるだけ短くする。（就寝前 1時間はオフにするなど）
冷房時に部屋のドアやふすまを閉め、冷房範囲を小さくする。

○テレビ
⑩
⑪
テレビを見る時間を少なくする。（つけっぱなしにせず、見る番組を絞るなど）
テレビ画面の明るさを調整する。

○パソコン
⑫
⑬
⑭

ディスプレイの輝度を既定の 100%から 40%に低減する。
パソコンの電源を省電力モードに変更する。
スリープ機能（スタンバイ、休止状態）を活用する。

○冷蔵
⑰
⑱
⑲
⑳

冷蔵庫の温度設定を強から中にする。また、保冷カーテンを付ける。
冷蔵庫は壁から適度に距離を離し、周りや上にものを置かない。
冷蔵庫内を整理し、開ける時間を短くする。
熱いものは、冷ましてから冷蔵庫に入れる。

○保温
⑮ 必要時に沸かすのみで、電気ポットの保温をやめる。
○調理
⑯ 炊飯ジャーの保温をやめ、残ったごはんは冷蔵庫または冷凍室で保管し、電子レンジで温めてたべる。

問合せ リサイクル研修ステーション　☎75-2140
（休館日／月曜、祝日、月曜が祝日の時は翌日）

生活環境影響調査の目的について
「生活環境に及ぼす影響をあらかじめ調査・予測・分析
を行い、その地域の状況に応じた生活環境に配慮した対策
を検討するために実施する」とあるが、その結果著しい影
響が出るとなった場合には、計画の中止または候補地の変
更となるが、その判断基準を明確にしておく必要がある。

　ご意見の判断基準は、施設稼働後及び工事施工中の環境
保全目標値として、生活環境影響調査4-4評価の手法に記
載しているとおりです。
　また、建設候補地の選定時に行いました計画アセスメン
トにおいて、クリーンセンター建設による環境への著しい
影響は認められませんでした。生活環境影響調査を行うこ
とにより、クリーンセンターが周辺地域の生活環境に及ぼ
す影響をあらかじめ調査・分析し、その調査結果を建設候
補地の周辺の生活環境に配慮した対策を検討するための資
料として活用いたします。

　施設整備にあたっては、焼却に伴う余熱を熱エネルギー
として活かす方針です。現時点におきまして、将来ごみ量
などから発電設備を備えることは可能であると考えていま
すが、具体的な余熱利用については、今後、施設計画にお
いて検討します。

　福島第一原子力発電所の事故に伴い、京都府において
は、既に、環境放射線モニタリング体制が強化され、木津
川市内にモニタリング地点が新たに追加されています。今
回の事故に伴う各種放射能物質を生活環境影響調査の環境
項目に追加してはとのご意見でありますが、生活環境影響
調査は、クリーンセンターの建設・稼動に対する生活環境
の影響について予測を行います。放射能を帯びた廃棄物の
処理については、常に最新の情報収集に努めます。

　ご意見のとおり、国が示す測定基準等に基づき適正に対
応することが必要であると考えます。

発電について
「発電装置の設置については、今後検討する」とあるが、
原発の拡大が望めない状況では、排熱地用の発電は非常に
有効と考える。発電で施設内の電力を賄うだけでなく排熱
をフルに使って地域や外部にも供給でききる規模にするべ
きである。そのための事前調査を追加する必要がある。

　放射能汚染は、一旦起これば深刻な被害となること、ましてや他の有
　害物と違い消し去ることが出来ないので、施設稼働後も、放射能に関
　しては持ち込まれるゴミ、周辺環境の継続的モニターを求めます。

評価項目について
　深刻な展開が続いている福島第一原子力発電所の事故に
関連し、今回の事故で放出が想定されている各種放射能物
質を下記の環境項目に採用してほしい。
1 大気環境
2 水環境
3 地質・土壌調査
　同原発事故により大気環境で木津川市内も汚染が予想されることは
勿論、福島県周辺も含めた各種放射能汚染物の通過、持ち込み、当施
設の処理物の意図的、偶然を問わない混入を想定すべきである。
東日本大震災は、津波被害はもとより原発事故に関しては、行政の施
策や専門家の想定がことごとく無意味であることを証明した。この事
実を教訓として私たち素人としての危惧を尊重することがいかに大切
かを認識し、今回の環境影響調査に生かしてほしい。

意 見 市 の 見 解

　施設の具体的な性能確保策について、今後、施設性能の
検討等において整理いたします。なお、施設稼働後、性能
確保を市民のみなさまに伝えるため、排ガスの数値等の積
極的な情報公開に努める方針です。

[整備基本方針１]安心・安全・安定した施設の性能確保について
　安心・安全・安定した施設の性能確保と示しているが、他所
で稼動しているクリーンセンターは年次毎に数値を示してい
る。安心・安全・安定の性能確保について具体的に示すこと。
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